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■宇佐の展望 
A 回のサイエンスカフェでは､アンケート等により､"癒し"をキーワードとしたことで有機 ELという先端

フ 技術が日常生活にどのように反映されていくかが理解できたという参加者の方々の声を聞くことができ 北陸先鵬別学技術大学院大学 
ました｡ 

JAISTの研究成果をいかに地域の皆さんに分かりやすく伝えていくか｡そしていかに先端科学技術について

関心を持ってもらうか｡サイエンスカフェ石川は､今後も地域社会との有機的な連携の場としての役割を果たす

とともに､生涯学習の場としても機能していきたいと考えています｡ 

r知蘇科挙にZlつく斜学技術のJl追亡喪JA｣亡1才?

21世妃C EプEjクラム｣とは､日本に世界最高水準の研究教育拠点 (
と世界をリードする81迄的な人材の育成を図るため､平成 14年度から文部科学省が実施している事業｡r知即 斗学に婁づく

O｢ "ftceneroexce を形成し､)ence 研究水準の向上

科学技術の創造と実践｣は､本学で採択された最初の C EプEjクラムであり､O 平成 15年度から始まって今年が 5年日､す

なわち最終年度にあたる｡本プE3グラムでは先軸科学技術の研究の場､さらに社会のあらゆる状況において､イノベーション

を起こすための知粧創造プE)セスの研究､そして､それを担う人材としての｢先lのコIT-ィネ-夕-J｢知のクリエータ｣育成

に取り組んでいる｡文理俄合を､マテリアルサイエンス研究科 (理系)と知琵科学研究科 (広い意味での文系)の連携プロジェ

クトという形で異議している点が､本 COEの大きな特色である｡ 
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圏 国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学 .科学技術開発戦略センタ-
本誌は､文部科学省 21世紀 COEプログラム9〒 

-

｢知識科学に基づく科学技術の創造と実践｣の

■本誌に関するこ意見､お問い合わせ 助成を得て発行しております○
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イ工ンスカフェ石川は､JA】STの学生や着手研

サ 究者が中心になって実施しているイベントです｡

イベントごとのニーズに合わせた話題提供者の選出､

カフェ実行の重要な担い手である ｢フアシリテ一夕｣の

育成など､それぞれがアイデアを出し合い､自発的に

企画運営を行っている点が特徴的です｡サイエンスカ

フェの場が能美市民と JAS の交流の場となることがIT
期待され､2007年度より能美市との学宮連携協定の

課題として助成を受託しています｡ 

2008年 2月23日に開催された第 8回サイエン

スカフェは､地域に生涯学習の場を提供するべく､能美

市教育委員会との共催で行われました｡話題提供者と

なったのは JAS 知識科学研究科博士前期課程の小IT
林豊さん｡近年耳にする機会が多くなった先端技術の

ひとつである ｢有機 EL｣を取り上げ､有機 ELとはど

のようなものであるか､身近な製品としてどんな分野

に使われるのか､そのメリットはどのようなものかを紹

介するとともに､JIT LAS での有機 Eの研究について

分かりやすく説明し､参加した約 10人の市民の議論

と理解を深めてもらいました｡

有機 ELは人にやさしい光を作りだすことから､本サ

イエンスカフェでは有機 ELがもたらす "癒し"に焦点

を当てました｡現在､JITマテリアルサイエンスAS

小林 豊 氏

北陸先端科学技術大学院大学
知識科学研究科･博士前期課程

今回､サイエンスカフェ石川とい

う場をお借りし､有機 ELの魅力や

特徴といった内容を能美市の市民

の方々にお伝えし､皆様と有機 ELについてディスカッ

ションをすることができ､話題に対しての相互理解を深

めることができたのではないかと思いました｡参加人数

は少人数であったものの､参カロしてくださった皆様の

意見や思考をフィードバックすることができ､たいへん

良い体廉になりました｡

研究科の三谷研究室と知識科学研究科の永井研究室

では､ストレス社会と呼ばれるほどにまでなった日本の

張りつめた社会や生活にゆとりと心の癒しをもたらそう

と､有機 ELによるホタルの光に似せた照明による

茶室空間の研究を行っています｡有機 ELは今急速に

開発が進められていますが､研究ではその光の明滅

バク-ンと陰欝の中で､人が何を感じ思うのか､その

意趣の構造分析に焦点を当てています｡そこから人を

リラックスさせ､健康的な心の状態へと誘う空間デザ

インの新たな方法を茶室空間として試行しています｡

右頁 は小林 さんが提供 した話題 をまとめたもの

です｡参加者には､この話題をもとに有機 ELが日常

生活にどのように反映されていくか､などについて議論

していただきました｡

写真:有嶺ELに関する議論に集中する能美市民

武田 康裕 氏
北陸先端科学技術大学院大学
知識科学研究科･博士前期課程

サイエンスカフェ石川は今回で 8
回目となり､初の単独での開催でし

た｡それでも悪天候の中 9人の参

加者が来てくださり､関心の高さが伺えました｡グルー

プ内の話の促進役である学生フアシリテ一夕は､回を重

ねるごとにスキルが高まり､より活発な議論ができてい

るのを実感します｡またそれに伴い､アンケート等から
は､参加者の満足度も上がっているのが拝見でき､1
つの成果に繋がっていると思います｡これからも双方向

型のコミュニケーションを目指し､頑張っていきたいと

思います｡

有機 ELは何に使われているのか

すでに携帯電話などのディスプレイに使われています｡液晶

やプラズマディスプレイなどの薄型テレビに代わる次候補の

ディスプレイとして､有機 EL市場は年間約 50-70%で

なぜ今有機 ELが注 目されているのか

赤､青､緑などさまざまな色が実現できること､厚さがミリ

メートルサイズ以下と非常に薄く､かつフレキシブル (薄くて

曲がる)であるため､さまざまな場面に応用が利くこと､電流

を変化させれば輝度が瞬時に変化する(1/fの揺らぎに活用で

きる)こと､などが挙げられます｡またディスプレイへの応用で

は､従来製品と桁違いに美しい画像を実現します｡

従来の照明との比較

蛍光灯や白熱球などの照明は､局所的な高い輝度の

光源を反射板などで拡散させているため､光源付近を

直視すると極度のまぶしさや不快を感じさせ､視神経に

ストレスを与えます○蛍光灯は水銀を含有しているため､

環境面の問題を解決できていない状況にありますo

消費電力についても有機ELは従来の照明に比べ大幅

に低くなっています○｢有機の光｣である有機 ELは､

デザイン的な自由度や照明として美しさ､快適性につ

いて他の照明と比べて利点が多く､空間デザインを通し

て健康や医療､福祉などの新しい分野への開拓にも広

がつてゆき､非常に大きな将来性があると考えられますo

｢1/fの揺らぎ｣について 

1/fの揺らぎとは､自然の不規則さと規則正しさが丁度いい

具合に調和している状態の揺らぎのこと｡ホタルの光､風の動

き､波の青など自然界の多くのものに含まれている揺らぎです｡

人の持つ生体リズムとも同じで､人に心地よさを与える効果が

あります｡LEDなどでも揺らぎを出すことは可能ですが､有機 
ELはホタルの光などと同じように癒し効果が高いのです｡いく

つかの評価方法を実施したところ､緑色の有機 ELと1/fゆら

ぎによって､親しみやすい自然な光が人をよりリラックスさせる

効果があるという結果を得ています｡また生体評価によっても

安定して心を落ち着かせる可能性が高いことが推測できます｡ 

. J S Lへの取り組みAITでの有機 E

1998年より､マテリアルサイエンス研究科の三谷研究室

で有機EL材料の研究開発や有機EL駆動回路の研究がスター

トしています○現在は､知識科学研究科の永井研究室と共同

で､有機ELの新技術による新しい光源による照明システムを

開発するとともに､有機 ELを用い

た従来にない光環境を創りあげるこ

和の空間のしっらえや素材に対する感性を空間デザインの視点から融合 -也3 -J. -7kT .
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